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現預金に振り替えた手形の貸倒引当金

Q:当社の決算日は3月31日です。今年

の決算日である平成8年3月31日は日曜日

でしたが、この日に満期日が到来した受取手

形について、当社は満期日の3月31日に入

金があったものとして処理しました。その結

果、すでに現預金勘定に振り替わっているこ

れらの受取手形について、貸倒引当金の設定

はできますか。

A:3月31日に満期日が到来した受取手

形の金額を、法人税申告書別表11(1)の「貸

金の明細」欄に記入することにより、貸倒引

当金の設定対象とすることができます。

【解説】

休日に満期日が到来する受取手形の処理方

法には次の2つの方法があります。

(1)交換日に入金の処理をする方法

(2)満期日に入金の処理をする方法

貸倒引当金の繰入限度額の計算は、その事

業年度終了の時における貸金の帳簿価額の合

計額に一定割合を乗じて計算した金額とされ

ています。

(2)の方法により満期日に処理をした場合、

決算期末で受取手形から現預金にすでに振り

替えられてしまっており、貸金に該当しない

ように思われます。しかし3月31日に満期

日が到来する受取手形が、決算期末時点では

まだ未決済である以上、現実には明らかにそ

の金額の貸金が存在しており、貸倒引当金の

設定の対象にすることも可能ということです。
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